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はははじじじめめめににに   

   

高高高知知知都都都市市市圏圏圏にににおおおいいいてててははは、、、平平平成成成１１１２２２年年年６６６月月月ににに、、、そそそれれれまままでででののの自自自動動動車車車交交交通通通需需需要要要追追追随随随型型型ののの

交交交通通通計計計画画画かかかららら、、、道道道路路路ややや電電電車車車をををはははじじじめめめとととすすするるる公公公共共共交交交通通通施施施設設設なななどどど、、、既既既存存存社社社会会会資資資本本本ののの有有有効効効

利利利用用用ををを図図図るるるたたためめめののの公公公共共共交交交通通通ののの利利利用用用促促促進進進ややや交交交通通通需需需要要要ののの管管管理理理ををを重重重視視視しししたたた交交交通通通計計計画画画マママススス

タタターーープププララランンンををを策策策定定定しししままましししたたた。。。   

前前前回回回ののの策策策定定定かかかららら１１１０００年年年ののの間間間ににに自自自動動動車車車利利利用用用ががが進進進行行行しししたたたここことととややや、、、病病病院院院・・・学学学校校校等等等ののの公公公共共共公公公

益益益施施施設設設ののの郊郊郊外外外移移移転転転、、、大大大規規規模模模店店店舗舗舗ののの郊郊郊外外外立立立地地地ががが進進進んんんででできききままましししたたた。。。そそそのののたたためめめ、、、道道道路路路ののの交交交

通通通混混混雑雑雑ははは中中中心心心部部部のののみみみななならららずずず縁縁縁辺辺辺部部部にににももも発発発生生生すすするるるこここととととととなななりりり、、、都都都市市市ののの健健健全全全ななな活活活動動動ををを妨妨妨

げげげるるる大大大きききななな要要要因因因とととなななっっっててていいいままますすす。。。まままたたた、、、公公公共共共交交交通通通ははは利利利用用用者者者数数数ののの減減減少少少ががが続続続いいいててておおおりりり、、、高高高

速速速道道道路路路ののの休休休日日日割割割引引引なななどどどののの施施施策策策ははは、、、こここのののよよようううななな状状状況況況にににおおおいいいててて公公公共共共交交交通通通ののの経経経営営営にににさささらららななな

るるる打打打撃撃撃ををを与与与えええつつつつつつああありりりままますすす。。。   

一一一方方方、、、交交交通通通行行行動動動ののの基基基とととなななるるる人人人ののの動動動きききははは多多多様様様化化化、、、広広広域域域化化化しししててておおおりりり、、、快快快適適適性性性、、、安安安全全全性性性及及及

びびび利利利便便便性性性等等等ののの質質質的的的ななな交交交通通通サササーーービビビスススののの向向向上上上ががが求求求めめめららられれれててていいいままますすす。。。まままたたた、、、高高高齢齢齢化化化ややや人人人口口口

減減減少少少ののの進進進行行行、、、温温温暖暖暖化化化なななどどどののの地地地球球球環環環境境境問問問題題題等等等ももも懸懸懸念念念ささされれれててていいいままますすす。。。こここのののここことととかかかららら、、、都都都市市市

ががが拡拡拡大大大すすするるる『『『都都都市市市化化化社社社会会会』』』かかかららら経経経済済済・・・社社社会会会ののの持持持続続続的的的ななな発発発展展展ををを視視視点点点にににおおおいいいたたた『『『都都都市市市型型型社社社

会会会』』』へへへののの転転転換換換、、、すすすなななわわわちちち都都都市市市ののの既既既存存存ススストトトッッックククををを有有有効効効ににに活活活用用用しししつつつつつつ、、、様様様々々々ななな都都都市市市機機機能能能ががが

コココンンンパパパクククトトトににに集集集積積積しししたたた都都都市市市構構構造造造ををを実実実現現現しししててていいいくくくここことととががが要要要請請請ささされれれててていいいままますすす。。。   

   

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

こここのののよよようううななな背背背景景景かかかららら、、、高高高知知知都都都市市市圏圏圏ののの持持持続続続的的的ななな発発発展展展ををを図図図るるるたたためめめににに、、、交交交通通通計計計画画画マママスススタタタ

ーーープププララランンンををを策策策定定定すすするるるこここととととととししし、、、平平平成成成１１１９９９年年年ににに交交交通通通実実実態態態調調調査査査ででであああるるるパパパーーーソソソンンントトトリリリッッップププ調調調査査査

ををを実実実施施施すすするるるとととととともももににに、、、平平平成成成１１１９９９年年年かかかららら３３３箇箇箇年年年をををかかかけけけててて高高高知知知都都都市市市圏圏圏総総総合合合都都都市市市交交交通通通計計計画画画調調調

査査査ををを実実実施施施しししままましししたたた。。。   

そそそしししててて、、、パパパーーーソソソンンントトトリリリッッップププ調調調査査査ややや道道道路路路交交交通通通セセセンンンサササススス一一一般般般交交交通通通量量量調調調査査査等等等ののの結結結果果果かかかららら

交交交通通通現現現況況況ののの分分分析析析ととと将将将来来来交交交通通通需需需要要要ののの予予予測測測ををを行行行いいいままましししたたた。。。そそそののの結結結果果果かかかららら、、、既既既存存存ののの交交交通通通ススス

トトトッッックククののの効効効率率率的的的ななな活活活用用用、、、目目目指指指すすすべべべききき都都都市市市像像像、、、防防防災災災なななどどどののの観観観点点点ををを踏踏踏まままえええ、、、前前前回回回ののの交交交通通通

計計計画画画マママスススタタターーープププララランンンををを基基基本本本ににに、、、交交交通通通ネネネッッットトトワワワーーーククク等等等ののの交交交通通通施施施設設設計計計画画画ののの検検検証証証ややや見見見直直直しししををを

行行行いいい、、、新新新たたたななな交交交通通通計計計画画画マママスススタタターーープププララランンンををを策策策定定定しししままましししたたた。。。   

今今今回回回ののの交交交通通通計計計画画画マママスススタタターーープププララランンンははは、、、前前前回回回ととと同同同様様様ににに施施施策策策ののの事事事業業業性性性等等等ののの基基基本本本的的的方方方向向向

にににつつついいいててて検検検討討討しししててていいいままますすす。。。今今今後後後ははは、、、実実実施施施プププロロログググラララムムムののの策策策定定定のののたたためめめののの具具具体体体的的的ななな検検検討討討ややや

調調調整整整ををを進進進めめめててていいいくくくここことととににになななりりりままますすす。。。   

最最最後後後ににに、、、調調調査査査ののの実実実施施施にににあああたたたりりり数数数多多多くくくののの調調調査査査対対対象象象者者者ののの方方方々々々にににごごご理理理解解解とととごごご協協協力力力をををいいいたたた

だだだいいいたたたここことととににに厚厚厚くくくおおお礼礼礼ををを申申申ししし上上上げげげるるるとととととともももににに、、、関関関係係係機機機関関関ののの皆皆皆様様様ににに深深深くくく感感感謝謝謝ののの意意意ををを表表表すすす

るるる次次次第第第ででですすす。。。   
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１．高知都市圏総合都市交通計画調査について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通施設計画の立案は、交通実態の把握・分析、目指すべき都市圏構造や土地利用を踏ま

えた将来交通需要の予測を行い、都市圏の骨格を形成する交通施設等の必要性及び規模に

関し総合的な検討を行うこととしています。また、本調査に基づき提案する「交通計画マスタープ

ラン」の目標年次を概ね 20 年後に見据えたものとし、通勤通学等の日常交通活動の広がりの

観点から一体的な圏域を形成している都市圏を対象としています。 

これら検討に必要な事項の調査を行い、最終的に交通計画マスタープランを策定することが

総合都市交通計画調査です。 

都市計画道路や鉄道高架等の整備を行う場合は、この交通計画マスタープラン等を基に整

備に向けた具体的な検討や調整が行われます。 

高知都市圏では、総合都市交通計画調査を過去に 2 回行い、交通計画マスタープランを策定

しています。2 回目の総合都市交通計画調査による交通計画マスタープランは、平成 12 年 6 月

に策定されており、既存の交通ストックの効率的な活用、土地利用等の多面的な観点を踏まえた

内容となっています。 

その後の少子高齢化の進行や人口減少に伴い、都市の拡大成長を前提としたまちづくりから

様々な都市機能をコンパクトに集積するまちづくりへの転換に対応することが求められました。ま

た、地球温暖化に代表される環境問題の顕在化などの社会情勢の変化が起こりました。 

これらを踏まえて、平成 19 年より 3 回目の総合都市交通計画調査を行い、交通計画マスター

プランの見直しを行いました。 
【高知都市圏の位置】 

高知都市圏：都市として一体性が見られる、高知市の一部、南国市、香美市の一部、
いの町の一部、土佐市、香南市、佐川町および日高村としています。 

高知都市圏の交通計画マスタープランについて

総合都市交通計画調査について
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一般的に都市圏の交通計画マスタープランを策定するためには、利用する交通機関毎の利用

率や時間の特性、都市構造、土地利用計画等を反映した分析や予測が必要となります。 

このため、総合都市交通計画調査においては、「人の動き」（パーソントリップ）に着目した交通

実態調査を行っています。 

パーソントリップ調査（以下、ＰＴ調査）は、都市圏内の「人の動き」を調べる調査です。交通の

根源は「人の動き」にある点に着目し、交通の起点及び終点、交通目的、利用交通手段などを明

らかにするもので、交通に関する実態調査としては最も基本的な調査のひとつです。 

（これまでの調査履歴） 

・高知都市圏ＰＴ調査は、これまで昭和 55 年に第 1 回調査、平成 9 年に第 2 回調査を実施し、平

成 19 年に第 3 回調査を実施しました。 

 

（調査方法） 

・高知都市圏にお住まいの約 8 万世帯の方々（都市圏全世帯数の約 35％）にご協力をお願いしま

した。 

・調査対象世帯へ調査票を郵送により配布し、郵送により回収（回収率約 26％）を行いました。 

 

（調査内容） 

・ＰＴ調査においては、調査対象となった人の１日のトリップ（人の動き）を調査します。 

・トリップとは、下図に示すように、出発地から目的地までの一連の動きのことです。１日のトリップ

のすべてが調査対象となります。 

・１つのトリップの中で複数の交通手段を利用している場合、優先順位に基づき代表交通手段を

決めます。交通手段に関する分析においては、この代表交通手段を用います。 

【優先順位：鉄道＞路面電車＞路線バス＞自動車＞自動二輪＞自転車＞徒歩】 

パーソントリップ調査について

（
目
的
地
） 

（
出
発
地
）
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調査フロー 

□ 交通実態調査～データ整備 

○本体調査：パーソントリップ調査、H17 道路交通センサスデータ整理 等 

（平日・休日、郵送配布・郵送回収） 

□ 交通特性分析～将来交通需要予測 

○交通特性分析、交通課題の検討 

○将来都市圏構造の検討、将来交通需要予測 

□ 交通計画マスタープランの策定 

○高知都市圏の交通実態(Ｐ.9～Ｐ.16)                         

 パーソントリップ調査の結果に基づき、人の移動の状況や、移動の際の自動車、自転車、公

共交通の利用状況等について分析 

○高知都市圏の将来都市圏構造(Ｐ.17～Ｐ.18)                    

 高知都市圏の動向、県や市町村の都市計画マスタープランの都市圏整備の方向を踏まえ

た、都市圏が目指すべき将来都市圏構造を提示 

○高知都市圏の将来交通の見通し(Ｐ.19～Ｐ.20)                   

 高知都市圏の人口や交通の将来見通しを予測し、都市圏の将来の問題を抽出 

○高知都市圏の都市交通の課題(Ｐ.21～Ｐ.22)                    

 高知都市圏の動向、交通実態、将来都市圏構造および将来交通の見通しを踏まえ、都市

圏の都市交通の課題を整理 

○高知都市圏の交通施設の整備方針(Ｐ.23～Ｐ.24)                 

 高知都市圏の都市交通の課題を踏まえ、交通施設の整備方針を設定 

○高知都市圏の交通施設計画(Ｐ.25～Ｐ.28)                  

 交通施設の整備方針に基づき、高知都市圏の交通施設計画を立案 

○交通施設整備の効果(Ｐ.29～Ｐ.30)                          

 計画した交通施設の整備による効果を予測・評価 

○高知都市圏の都市動向（Ｐ.5～Ｐ.8）                         

 高知都市圏について、人口の動向や、自動車に関する運転免許保有や道路混雑等の状

況、公共交通の利用状況について分析 
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交通計画マスタープランの策定における検討体制 

交通実態調査の体系

第３回高知都市圏 

パーソントリップ調査 

○本体調査 

・高知都市圏に居住する人の動きを把握 

 （平日、休日） 

○付帯調査 

・自動車利用状況意向調査：自動車の利用状況､公共交通

への転換意向等を把握 

 

・５歳未満パーソントリップ調査：防災関連計画に反映するた

めに昼間人口を把握 

 交通実態調査の体系は下図に示すとおりであり、本体調査と付帯調査を実施しました。 

 

 今回の「高知都市圏の交通計画マスタープラン」を策定するにあたっては、以下に示す「高知都市

圏総合都市交通計画協議会」を設置し、検討を行いました。 

事 務 局 

（高知県・高知市・南国市・香美市・いの町） 

【高知都市圏総合都市交通計画協議会】

協 議 会 委 員 

（学識経験者・交通事業者・国土交通省・ 

高知県・高知市・南国市・香美市・いの町） 
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２．高知都市圏の都市動向 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高知都市圏人口と高齢化率の推移】 
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都市圏の人口動向 

□市街地の外延化 

・高知市の市街地は外延化する傾向にあります。 

□都市圏の人口は横ばい 

・高知都市圏の人口は約 53 万人で、そのうち高知市※が約 35 万人、約 66％を占めています。 

・高知県の人口が減少する中、高知都市圏及び高知市の人口は横ばいで推移しています。 

・高知都市圏の高齢者（65 歳以上）の比率は 22％で、高齢者人口は 10 年前の 1.2 倍と高い伸びに

なっています。 

※高知市：現高知市の都市圏内エリア（旧鏡村・旧土佐山村を除く） 

資料：国勢調査（H7,H12,H17） 

中心に人口が集積したコンパクトなまち 人口増加に伴って居住地が拡散

伊野町 高知市 南国市・土佐山田町

（人口分布の断面）

いの町 高知市 南国市香美市

高知都市圏人口 334,802人 高知都市圏人口 448,904人

（人口分布の断面）

昭和45年 平成17年

資料：国勢調査の１km メッシュ人口（S45,H17）
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6.0%
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高
知

市
全

体
に

占
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る
割

合
（
％

）

人口（百人） 高知市全体に占める割合（％）

【高知市中心市街地の人口の推移】 

※高知市：現高知市の都市圏内エリア （旧鏡村・旧土佐山村を除く） 
 

中心市街地：高知市中心市街地活性化基本計画における中心市街地（以下参照） 

上町 1・2 丁目、唐人町、与力町、鷹匠町 1・2 丁目、本町 1～5 丁目、升形、帯屋町 1・2 丁目、追手筋 1・2 丁

目、廿代町、永国寺町、丸ノ内 1・2 丁目、九反田、菜園場町、堺町、南はりまや町 1・2 丁目、桜井町 1 丁目、

はりまや 1～3 丁目、寿町、中水道、愛宕町 1～3 丁目、大川筋 1・2 丁目、駅前町、相生町、北本町 1・2 丁目、

栄田町、新本町 1・2 丁目、比島町 1 丁目、小津町 

【帯屋町商店街の日当たり通行量の推移】 

※帯屋町商店街:帯屋町１，２丁目、大橋通、壱番街、新京橋

0

2

4

6

8

10

12

14

16

S55年 57年 59年 61年 63年 H2年 4年 6年 8年 10年 12年 14年 16年 18年 20年

平日
休日

(万人)

77%減少

65%減少

中心商業地の商業力の
低下に伴い、商店街の
通行量が大幅に低下

【地域別の販売額等の推移】 

2277 2308 2522 2387 2391 2261 2076 1919 1572 1358 1308

3537

5443 5614

5400
5010

4753

4052
3597

4932 5104

5743

1115

9561083
1259

803

30232935

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

S51年 54年 57年 60年 63年 H3年 6年 9年 14年 16年 19年
0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

中心地区店舗数 中心地区以外の店舗数 中心地区の販売額 中心地区以外の販売額

(小売店舗数) (小売業販売額:億円)

中心地区の販売額は郊外部の
１／３程度にまで減少

出典：各年商業統計調査

※高知市中心地区：高知街、上街、北街、南街、江ノ口、小高坂

□中心市街地が衰退 

・市街地が外延化する中で、高知市中心市街地の人口は減少しており、中心部の人口の空洞化が進行

しています。 

・高知市中心市街地の商店数、年間販売額は減少を続けるとともに、商店街の通行量も減少しています。 
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70.0%

44.6%

56.5%

75.6%

55.8%

65.1%
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100%

男性 女性 合計

免
許

保
有

率
（
％

）

H9 H19

54%

41%

9%

54%
49%

76%

53%

31%

64%
69%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

高知県 南国市 いの町 香美市 高知広域

H9

H19

改
良

率
（
％

）

自動車の免許保有率・保有台数と都市計画道路の整備状況 

※すべての都市計画道路が対象
資料：都市計画年報（Ｈ10･Ｈ20） 

資料：高知県統計書 資料：高知都市圏ＰＴ（H9･H19）

【 自動車保有台数の推移 】 【 自動車運転免許保有率 】

【 高知県の道路改良率 】

□自動車運転免許保有率と自動車保有台数が増加 

・高知県の自動車運転免許保有率は約 65％で、この 10 年で約 9 ポイント増加しています。 

・高知県の自動車保有台数はこの 10 年ではほぼ横ばいですが、乗用車は 1.2 倍になっています。 

□依然必要な道路整備 

・高知都市圏においても道路整備が進められていますが、混雑度が高いなど、依然道路整備が必要

な状況にあります。 

307
328

346 359 368 368

192 183 176 169 163 156

530
544 557 563 565 557

0

100

200

300

400

500

600

H9 H11 H13 H15 H17 H19

乗用車

トラック

総数

保
有

台
数

（
千

台
）
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道路混雑状況 

○ 公共交通の利用状況 

【路面電車】

2,789

2,215

1,6731,526

1,098
892 777 690 603 550

2,759

1,2641,398
1,056

706
531 367 286 235 214 180 177

S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H19

輸送人員（万人／年） うち定期（万人／年）

【路線バス】

3,518

2,276
2,003

1,364

758

1,790

1,253
1,086

771
618 486

3,089

2,135

1,559
1,244

849
529 571942

2,434

431
308 312

1,311

221 259417

5,308

3,745
3,529

S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H19

高知県交通 土佐電気鉄道 計

（年
度

【ＪＲ土讃線】

1,320 1,264
1,057 917 901

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H2 H7 H12 H17 H19

輸
送

人
員

（
万

人
／

年
）

ＪＲ土讃線

【公共交通利用者数の推移】

資料：ＪＲ四国 資料：土佐電気鉄道 資料：高知県バス協会  

注）輸送人員は関連会社を含む

□放射幹線道路、高知市中心部で高い混雑度 

・国道 32 号、33 号、55 号及び 56 号等の放射幹線道路及び高知市中心部で混雑度が高い状況にあ

ります。 

※混雑度：1.0 未満では道路が混雑することなく円滑に走行できます。 

□減少を続ける公共交通利用者 

・道路交通の利便性向上とともに、自動車利用を前提とした都市機能の無秩序な拡散が進行し、公

共交通利用者の減少に拍車をかけています。 

公共交通の利用状況
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３．高知都市圏の交通実態（ＰＴ調査結果） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□外出率が低下 

・高知都市圏居住者の平日の外出率は 81％であり、高齢化等の影響を受け、平成 9 年から約 6 ポイ

ント減少しています。(外出しない人は約 9.5 万人で、H9 から約 3.1 万人増加。) 

・休日の外出率は 62％となっています。 

・他都市圏と比較しても同程度の外出率となっています。 

都市圏の交通特性の変化 

【 外出率の変化（都市圏居住者） 】

98% 98%
95%

91% 92% 92% 93% 92% 91% 90% 88%
83%

78%

70%

57%

98%
98%

92%

82% 85%
88% 88% 90% 89% 89%

84%
79%

76%

66%

48%

35%

56%

62%
65%67%

71%72%74%
68%69%

63%
58%58%

68%

71%
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60%

70%

80%

90%

100%

5～ 10～ 15～ 20～ 25～ 30～ 35～ 40～ 45～ 50～ 55～ 60～ 65～ 70～ 75～

H9平日 H19平日 H19休日 (年齢）

87.2%

81.0%

62.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H9平日 H19平日 H19休日

（都市圏計） （年齢階層別） 

出典：都市計画ハンドブック 

※四国及び 2000 年以降に実態調査を実施した県庁所在都市について記載（大都市圏除く）

【 他都市圏との外出率の比較 】 

87.2%

84.7%

84.0%

83.0%

82.0%

81.8%

81.0%

80.7%

79.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第２回高知都市圏（H9）

第２回松山都市圏(H19)

第２回徳島都市圏(H12)

第２回宮崎都市圏(H13)

第２回長野都市圏(H13)

第３回高松都市圏(H11)

第３回高知都市圏（H19）

甲府都市圏(H17)

第３回福井都市圏(H17)

-6.2 ﾎﾟｲﾝﾄ 
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【 発生集中量の変化 】 

※）トリップエンド（ＴＥ）とは 

 トリップ（Ｐ.2 参照）を出発地から目的地までの

「矢印の線」とすると、トリップエンド（ＴＥ）は「矢印

の両側の端点」を意味します。（Ｐ.2 の図を例とす

ると、サラリーマンの例は自宅が２トリップエンド、

子供の例は自宅が４トリップエンドとなります。） 

 H19 平日の都市圏の発生集中量が 226 万 TE/

日ということは、都市圏内からの出発や目的地と

して都市圏内に到着する回数が延べ 226 万回あ

るということです。 

□発生集中量は減少 

・都市圏で平日に発生集中するトリップは 226 万 TE/日であり、平成 9 年から約 9％減少しています。

・休日の発生集中量は 173 万 TE/日で、平日の 77％となっています。 

※発生集中量：移動の出発地あるいは目的地が都市圏内にあるトリップの数 

□自動車利用が依然増加 

・高知都市圏に平日に発生集中するトリップの 59％が自動車利用（代表交通手段）となっており、平

成 9 年から 8 ポイント増加しています。（自動車の増加数は、約 47 千 TE/日。） 

・休日の自動車分担率はさらに高く、73％となっています。 

（都市圏計） 

1,734
〈0.77〉

2,485
（1.00）

2,264
（0.91）
〈1.00〉
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【 交通手段構成（都市圏発生集中）】

51%

59%

73%

7%
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4%

20%
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13%

17%
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1%
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H19平日

H19休日

鉄道 路面電車 路線バス 自動車 自動二輪 自転車 徒歩

2,485

2,230

1,711

（千TE/日）

※交通手段不明を除く

-8.9 ﾎﾟｲﾝﾄ
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 単位：百トリップ/日 

10百トリップ以上が対象 

    内：集約ゾーン番号 

ゾーン内々流動 

ゾーン間流動 

単位：百トリップ／日 

【 市町村間の流動パターン(H19：平日)】

【 高知市・南国市関連ゾーン間 
通勤流動（H19：平日） 】 

【 目的構成（都市圏発生集中）】

通勤：勤務先への出勤 

通学：通学・通園先への登校 

帰宅：外出先から自宅への移動 

業務：配達、会議、作業等のための移動 

私用：買物、食事、レジャー、通院等のための移動 

※目的不明を除く

□高知市を中心とした流動パターン 

・高知都市圏の各市町村間流動を見ると、高知市を中心とした放射状の流動パターンとなっています。

・平成 9 年からの変化を見ると、市町村間の流動は増加しているが、各市町村内の流動が減少して

おり、流動が広域化している傾向にあります。 

□高知市を中心とした通勤流動パターン 

・平日の流動の 34％が私用、22％が通勤・通学となっています。 

・高知市・南国市に関連した通勤流動を見ると、高知市中心部（ゾーン 101：本町、はりまや町、旭町

等）への流動が中心となっています。 

都市圏の交通実態 
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7%

7%

41%

37%

38%

11%

8%

2%

25%

34%

54%1%
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H19平日

H19休日
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2,485
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（千TE/日）
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発ゾーン

13,569

6,844

6,441

5,172

5,625

5,887

2,416

256

1,095

3,766

1,816

52,887

（トリップ/日）

【各ゾーンからの高知市中心部（ゾーン 101）への通勤における交通手段の構成（H19：平日）】

【 高知市中心部（ゾーン 101）への集中交通の目的構成・交通手段構成（H19:平日）】 

※）101：本町、はりまや町、旭町、下知、江ノ口、小高坂 等 

102：潮江、長浜、浦戸 等 

103：鴨部、朝倉 等 

104：三里、五台山、高須、大津、介良 等 

105：久万、万々、福井町 等 

106：一宮、秦、布師田 等 

701：春野町 

201：南国市南部 

202：南国市北部 

91 西部：土佐市、いの町（旧伊野町）、佐川町、日高村

92 東部：香美市（旧土佐山田町）、香南市 
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全目的

24,400

（100％）

通勤

11,300

（46％）

朝ピーク率 

10.3％ 

夕ピーク率

10.0％ 

□高知市中心部への通勤は自動車・自転車利用が中心 

・高知市中心部（ゾーン 101：本町、はりまや町、旭町等）への通勤交通の 42％が自動車、29％が自

転車となっています。 

□高知市中心部への通勤は朝 8 時台がピーク 

・高知市中心部（ゾーン 101：本町、はりまや町、旭町等）への時刻別集中量を目的別に見ると、ピー

クの 8 時台の 46％が通勤交通となっています。 

・高知市中心部（ゾーン 101：本町、はりまや町、旭町等）への 8 時台の集中量の 38％が自動車、

34％が自転車となっています。 

※着色部は自転車構成率の高い地区

12



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 公共交通利用の目的構成（H19：平日）】 

【 自動車利用の所要時間分布（H19：平日）】 

※都市圏発生集中について集計 

□近隣への移動に利用される 

自動車 

・自動車利用の所要時間は 10

分未満の利用が約 3 割を占

め、比較的近距離の移動につ

いても自動車が利用されてい

ます。 

□通勤・通学での利用が多い公

共交通 

・公共交通利用の発生集中量は

全体の約3％程度であり（7.5万

TE／226 万 TE）、公共交通自

体の利用は少ない状況です。 

・鉄道（ＪＲ）、路面電車、路線バ

スとも、通勤・通学での利用が

多くなっています。 

 

注）「帰宅」は、通勤・通学、私用での

外出先から自宅へのトリップである

ため、目的構成では一番多くなって

います。 

自動車の利用状況 

公共交通の利用状況
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408千TE/日

３．高知都市圏の交通実態（ＰＴ調査結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ゾーン間自転車流動（高知市内：H19：平日）】

【 自転車利用の目的構成（H19：平日）】 【 自転車利用量の市町村構成（H19：平日）】

単位：百トリップ/日 
※10 百トリップ/日以上 

ゾーン内々流動 

ゾーン間流動 

□通勤・通学での利用が多い自転車 

・自転車の利用目的は、通勤・通学やそれに伴う帰宅の構成が多くなっています。 

・都市圏全体の自転車利用量のうち、高知市での利用が 80％を占めています。 

□高知市中心部を中心とした自転車流動パターン 

・自転車の流動は、高知市中心部を中心とした流動となっています。 
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自転車の利用状況 
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【 高齢者の外出率 】 

【 高齢者人口の変化 】 【 高齢者の外出人口あたりトリップ数 】

【 高齢者のトリップ総数 】 

□高齢者の外出率は低下しているが、高齢者人口の増加によりトリップ総数は増加 

・高齢者の平日の外出率は、この 10 年で約 8 ポイント低下し、59％となっています。休日の外出率

は、平日より低く、47％となっています。 

・高齢者の平日のトリップ総数は、高齢者人口の増加にともない、この 10 年で約 12％増加しています。

休日のトリップ総数は、平日の 74％となっています。 

・外出した高齢者の 1 人あたりのトリップ数は、この 10 年で若干増加しています。 
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【 高齢者トリップの目的構成（平日）】 

【 高齢者トリップの交通手段構成（平日）】 

□高齢者トリップは私用目的が主体、私用目的はこの 10 年で増加 

・高齢者のトリップの目的構成は、私用目的が最も多く 55％になっています。 

・この 10 年での変化をみると、高齢者の私用目的のトリップは 11 ポイント増加しています。 

□高齢者トリップの交通手段は、この 10 年で自動車利用が大きく増加 

・高齢者のトリップの交通手段は、自動車利用（運転、同乗の合計）が平成 9 年の 39％から平成 19

年の 59％へと大きく増加しています。 

・高齢者以外と比較すると、徒歩、公共交通の比率が高くなっています。 
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４．高知都市圏の将来都市圏構造 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 県及び高知都市圏の市町村都市計画マスタープラン等における都市圏整備の方向 
○都市づくりの基本理念（キーワード） 

・コンパクト  ・集約型都市構造、既成市街地の再構築  ・都市機能の集積 
・都市の活力向上、交流の促進 
・災害への対応、安全、安心、快適、環境にやさしい 

○都市づくりの基本的方針 
・少子高齢化への対応   ・環境負荷の少ない都市圏の実現   
・災害に強い都市づくり   ・過度な自動車依存から公共交通を生かした社会への転換 
・交流結節都市の形成 

○交通体系整備の方針 
・適正な道路網の整備    ・交通渋滞の解消    ・公共交通の維持・活性化 
・災害に強い道路網の整備  ・快適な交通環境の整備 

【 都市圏整備の方向 】 

 
Ａ．都市活動の活性化 

・高知市中心部等での商業活動の活性化を図るとともに、都市圏全域の工業等の産業振興を進
め、持続可能な都市圏の形成を図ります。 

・観光資源の活用により、観光を産業の一つの柱として育成します。 
・優良農地を保全し、農業を中心とした 1.5 次産業の振興を図ります。 

Ｂ．人口減少・高齢化への対応 
・都市圏の人口減少により、長期的には交通量の減少が予想されることから、道路整備と公共 
交通のバランスを図りながら都市交通政策の推進を図ります。 

・高齢者比率が平成 42 年に 33％まで上昇すると予測される中、高齢者の活動の支援や移動 
制約者の移動手段の確保を図ります。 

Ｃ．環境負荷の小さなまちづくり 
・環境負荷の小さな都市圏の実現により、環境改善に対する社会的要請への対応を図ります。 

Ｄ．災害に強い安全・安心なまちづくり 
・今世紀前半に発生し高知県に大きな被害をもたらすと予想されている南海地震や台風への対 
応を図ります。 

 都市圏の動向及び県・市町村マスタープランにおける都市圏整備の方向を

踏まえ高知都市圏の将来都市像は以下のとおり設定されています。 

拠点集約型都市圏構造の実現に向けた交通計画マスタープランを策定します。

□高知都市圏の動向 
・高知都市圏は、平成 17 年から平成 42 年にかけて人口が 13％減少し、高齢化率は 33％へ上昇す
る見込みです(Ｐ.19 将来都市圏人口参照）。高知都市圏においても、都市の既存ストックを有効に
活用しつつ、様々な都市機能がコンパクトに集約した都市構造を目指し、持続可能な都市を形成し
ていくことが重要となります。 

○拠点に人口・機能を集約 
・高知市中心部を主核、南国市中心部をサブ核とし、その周辺に各市町村中心部を拠点として配置
し、人口や都市機能を集約 

○交通軸による連携 
・主核、サブ核及び拠点を交通軸により連絡し、一体的な都市圏を形成 

将来都市圏構造 

拠 点 集 約 型 都 市 圏 構 造 
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高知都市圏の目指すべき将来都市圏構造のイメージを以下のように考えます。 

目指すべき将来都市圏構造のイメージ

○現在 

・モータリゼーションの進展（車社会

の進展）を背景に郊外部に市街化

が進行 

○将来 

・高知市・南国市の都市圏中心及び

各拠点へ人口や都市機能を集積 
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５．高知都市圏の将来交通の見通し 
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都市圏計 高知市

予測値実績値

（H17→H42）－13％

【 将来都市圏人口 】 【 将来高齢者比率（都市圏計）】

【 道路混雑状況：H42 推計 】 

・将来人口は、平成 17 年から平成 42 年にかけて 13％減少し、高齢化率は 33％へ上昇するものと予

測されています。 

□幹線道路が依然混雑 
・将来都市圏人口が減少する中、拠点への人口や都市機能が集約されたとしても、自動車分担率は
将来にわたり上昇することが予測されています。 
道路整備が現況から進まなかった場合、自動車交通量は減少するものの、幹線道路等で混雑が生
じる箇所もあり、都市圏の放射・環状軸における交通の円滑な処理や、高速道路インターチェンジ、
高知空港へのアクセスが問題となります。 

高知都市圏の将来人口の見通し
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高知都市圏の将来交通の見通し

資料：国勢調査（S55～H17）、国立社会保障・人口問題研究所の
H20.12 予測結果（H22～H47） 

※65 歳以上の割合 

①将来交通量の見通し 
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単位：千 TE/日 

【 公共交通利用者数 】 【 公共交通利用不便地域に居住する 
高齢者＋免許非保有者数 】

【 発生集中量の交通手段分担 】

②将来公共交通利用の見通し
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〈 現況:H19 〉 〈 将来:H42 〉
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＋非高齢者免許非保有者数

273
318

267 156

0

100

200

300

400

500

600

現況
（H19推計）

将来
（H42推計）

高齢者数 非高齢者免許非保有者数

（
百

人
）

473540

公共交通利用者数

399
368

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

現況
（H19推計）

将来
（H42推計）

（
百

人
/
日

）
□公共交通利用者が減少 

・ＪＲ、路面電車、バスの利用者数は、長期的に減少が続いています。 

公共交通の利用促進に向けた対策を実施しない場合には公共交通利用者数は減少し、公共交通

の維持が困難な状況となります。 

・公共交通利用不便地域に居住する高齢者や免許を持たない人たちの移動が制約を受けることとな

ります。 

※将来見通しの予測条件 

・集約型都市圏構造で、道路整備、公共交通整備が現況（H19）から進まないケースを想定し、H19ＰＴ

調査データに基づき算出 

※公共交通利用不便地域 

・駅から 1km 以遠かつ電停から 500ｍ以遠かつバス停から 300ｍ以遠 
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６．高知都市圏の都市交通の課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 放射・環状軸を骨格とする道路網の形成 

高知都市圏は高知市を中心とした放射状の交通流動となっていますが、対応する放射幹線道路及

び都市圏の環状道路の整備状況が不十分な状況です。このため、幹線道路の混雑度が高く、また高

知市中心部では面的に混雑が発生しているなど、交通の円滑化が必要な状況にあります。 

② 高速・広域交通体系へのアクセス向上 

高知都市圏では高知南国道路の整備が進められていますが、東部への高速道路整備や各インター

チェンジへのアクセス道路の整備状況が不十分です。高知空港へのアクセス道路の整備についても、

高知市中心部からの所要時間が長いなど、アクセスの利便性向上が必要な状況にあります。 

③ 防災ネットワークの機能強化 

南海地震の今後 30 年間の発生確率は約 60%程度と予測されていますが、災害発生時に重要な救援

ルートとなる緊急輸送道路に耐震性の強化が必要な区間があるなど、地震発生時の救援・復旧活動

ルートの確保が必要な状況にあります。 

④ 効果的・効率的な道路の整備 

今後の人口減少を背景とした長期的な交通量減少や拠点集約型都市圏構造に対応した道路網や道

路整備の検討が必要な状況にあります。 

高
知
市
中
心

部
の
課
題 

⑦ 歩行者・自転車ネットワーク・システムの形成 

高知市中心部では歩行者や自転車の利用者が多くなっていますが、歩行者と自転車が適切に分離

されていないため、安全性や快適性に劣る現状にあり、歩行者・自転車空間の整備が必要な状況に

あります。 

 

 

 

 

Ａ．円滑で信頼性の高いネットワークの形成

Ｃ．環 境 負 荷 の低 減 に向 けたマイカー等 の

利用の適正化 

Ｄ．公共交通体系の検討 

Ｂ．高知市中心部における魅力ある交通空

間の形成 

〈 都市交通の課題 〉 〈 方針 〉

⑤ 自動車利用の適正化 

高知都市圏においては主な移動交通手段である自動車利用が約 6 割を占めており、比較的短時間

(10 分未満)の利用が多いことが特徴となっています。このことは公共交通機関の利用低下を伴うと

ともに環境負荷の増大にもつながっていることから、自動車の利用方法の見直しが必要な状況にあ

ります。 

⑥ 公共交通体系の再構築 

高齢化社会への対応、環境の改善といった社会的要請の強まり等を考えた場合、公共交通の果た

す役割は一層大きくなると言えます。このような状況に対応していくため、公共交通体系の再構築

により、高齢者等が移動しやすく、環境にもやさしい交通体系を構築していくことが必要な状況に

あります。 

・Ｐ.20 までに示 した、高 知 都 市 圏 の都 市 交 通 の都 市 動 向 、交 通 実 態 、将 来 都 市 構 造 お

よび将 来 交 通 の見 通 しを踏 まえ、交 通 施 設 の整 備 方 針 を以 下 のとおりとします。 

高知都市圏の都市交通の課題

高
知
都
市
圏
全
域
の
課
題 
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７．高知都市圏の交通施設の整備方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｐ.21 に示 した「６．高 知 都 市 圏 の都 市 交 通 の課 題 」を踏 まえ、交 通 施 設 の整 備 方 針 を

以 下 のとおりとします。 

交 通 施 設 の 整 備 方 針 交 通 施 策 整 備 路 線 等 注 １） 

・高 速 道 路 の整 備  
・浦 戸 東 部 線 （国 道 55 号 高 知 南 国 道 路 ） 

・南 国 安 芸 線 （国 道 55 号 南 国 安 芸 道 路 ） 

・都 市 間 道 路 の整 備  ・曙 町 波 川 線 （国 道 33 号 高 知 西 バイパス） 等  

・主 要 幹 線 道 路 の整 備  
・高 知 山 田 線 （国 道 195 号 バイパス） 

・高 知 南 国 線 （県 道 高 知 南 国 線 ）  等  

・高 知 空 港 アクセス道 路 の整 備  ・高 知 空 港 新 線 （県 道 高 知 空 港 インター線 ） 

・高 速 道 路 インターチェンジへのアクセ

ス道 路 の整 備  

・五 台 山 道 路 （県 道 高 知 北 環 状 線 ・県 道 高 知 南 インター線 ） 

・曙 町 波 川 線 （国 道 33 号 高 知 西 バイパス） 等  

・市 街 地 環 状 線 の整 備  ・比 島 旭 町 線  

・市 街 地 内 環 状 線 の整 備  
・はりまや町 一 宮 線 （県 道 後 免 中 島 高 知 線 ） 

・入 明 久 万 線  

Ａ ． 円 滑 で 信 頼 性 の 高 い 道 路

ネットワークの形 成  

○放 射 道 路 や環 状 道 路 で形 成 された道 路 ネットワークの形 成 により、

交 通 の円 滑 化 、都 市 活 動 の支 援 を図 ります。 

○高 速 ・広 域 交 通 体 系 へのアクセス機 能 の強 化 により、広 域 交 流 、

産 業 活 動 の支 援 を図 ります。 

○道 路 の耐 震 性 を強 化 することにより、災 害 時 等 の救 援 及 び復 旧 活

動 を安 全 かつ確 実 に確 保 する道 路 ネットワークの形 成 を図 ります。 

・緊 急 輸 送 道 路 の耐 震 性 強 化  ・緊 急 輸 送 道 路 における要 対 策 区 間  

・拠 点 機 能 の強 化  ・はりまや橋 観 光 バスターミナル、高 知 駅 、中 央 公 園 （交 流 拠 点 化 ） 

・市 街 地 内 環 状 線 の整 備  
・はりまや町 一 宮 線 （県 道 後 免 中 島 高 知 線 ） 

・入 明 久 万 線  

・歩 行 者 優 先 空 間 の整 備  

（トランジットモール） 
・はりまや通 り（国 道 32 号 ）、追 手 筋 、中 の橋 通 （県 道 高 知 本 山 線 ） 

・コミュニティサイクルの導 入  ・高 知 市 中 心 部  

Ｂ ． 高 知 市 中 心 部 に お け る 魅

力 ある交 通 空 間 の形 成  

○高 知 都 市 圏 の中 心 核 として魅 力 ある中 心 市 街 地 を構 築 するため、

歩 行 者 ・自 転 車 空 間 の整 備 や利 便 性 の高 いコミュニティサイクルシス

テム注 ２ ）等 の導 入 を行 い、歩 行 者 ・自 転 車 利 用 者 のための魅 力 ある

交 通 空 間 の形 成 を図 ります。 

○歩 行 者 ・自 転 車 空 間 を形 成 するため、高 知 市 中 心 部 における自 動

車 の通 過 交 通 を抑 制 する市 街 地 内 環 状 線 の整 備 を図 ります。 
・自 転 車 道 の整 備  

・鴨 部 物 部 線 （国 道 32 号 ） 

・高 知 駅 高 知 港 線 （県 道 桂 浜 はりまや線 ） 等  

・高 知 市 中 心 部  

Ｃ．環 境 負 荷 の低 減 に向 けたマ

イカー等 の利 用 の適 正 化  

○自 動 車 を主 体 とした交 通 体 系 からのシフトによる環 境 負 荷 の低 減

に向 け、交 通 行 動 の改 変 を促 進 します。 

・公 共 交 通 、自 転 車 等 の利 用 促 進 の

ＰＲ 
・都 市 圏 の拠 点 等 に立 地 する企 業 、都 市 圏 住 民  等  

Ｄ．公 共 交 通 体 系 の検 討  
○持 続 可 能 で利 便 性 の高 い公 共 交 通 体 系 の実 現 に向 けた検 討 を行

います。※ 
  

※ 公 共 交 通 については、維 持 を含 めた幅 広 い活 性 化 の検 討 が必 要 であり、高 知 県 では「公 共 交 通 経 営

対 策 検 討 委 員 会 」を中 心 に、公 共 交 通 を維 持 ・確 保 するための方 策 を別 途 検 討 することとしています。

その際 には、本 調 査 のデータや分 析 結 果 も活 用 し、まちづくりの観 点 からの検 討 も行 うこととしています。

今 回 の高 知 都 市 圏 の公 共 交 通 体 系 の整 備 方 針 については、「公 共 交 通 経 営 対 策 検 討 委 員 会 」から

答 申 されることとなっている公 共 交 通 を維 持 ・確 保 するための方 策 を基 本 とする予 定 ですので、交 通 計

画 課 題 の整 理 までとしています。 

注１）整備路線名称は都市計画道路名（カッコ内は国道・県道名） 

注２）コミュニティサイクルシステム：共用の自転車をレンタサイクルのように借りた場所

に返すだけでなく、 

高知都市圏の交通施設の整備方針 
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８．高知都市圏の交通施設計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 円滑で信頼性の高い道路ネットワークの形成 

・Ｐ.23 に示 した「Ａ．円 滑 で信 頼 性 の高 い道 路 ネットワーク形 成 」に向 けて、以 下 に示 す

計 画 路 線 の整 備 を進 めます。 
・放 射 道 路 や環 状 道 路 の道 路 ネットワークを形 成 します。 

・高 速 交 通 体 系 へのアクセス機 能 を強 化 します。 

25 26



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｐ.23 に示 した「Ｂ．高 知 市 中 心 部 における魅 力 ある交 通 空 間 の形 成 」に向 けて、以 下 に
示 す施 策 を進 めます。 

出典：国土交通省ＨＰ

トランジットモールの事例 

・拠 点 機 能 の強 化 を図 るとともに、自 転 車 ・歩 行 者 ネットワークの形 成 し、駐 輪 場 や歩 行

者 優 先 空 間 （トランジットモール）の整 備 等 により、快 適 で安 全 な空 間 の創 出 を図 りま

す。 

・コミュニティサイクルシステム等 の導 入 により、回 遊 の利 便 性 の向 上 を図 ります。 

B 高知市中心部における魅力ある交通空間の形成
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９．交通施設整備の効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｐ.25～Ｐ.28 に示した交通施設整備により、高知都市圏においては、以下のような効果が期待できます。 

交 通 施 設 整 備 の 効 果

□ 道路混雑が緩和 
都市間道路、主要幹線道路、幹線道路の整備による放射・環状道路ネットワー

クの形成により、交通容量の増大及び市街地へ集中・通過する交通の分散が図ら

れることから、現在発生している道路混雑が改善するものと期待されます。 

□ 拠点間所要時間が短縮 
高速道路、都市間道路、主要幹線道路の整備により、走行性の向上が図られ

ることから、都市圏内の拠点（市町村）間の所要時間が短縮します。 

高知市中心部から各市町村の拠点への所要時間についても短縮されることか

ら、都市圏の一体性が向上するものと期待されます。 

□ ＣＯ２排出量が減少 
公共交通・自転車等の利用促進により自動車交通の削減が図られるとともに、

自動車交通の円滑化により走行性が向上することから、ＣＯ２の排出量が減少しま

す。 

都市圏人口の減少等を背景とした交通量の減少により、現況（平成 19 年）から

平成 42 年にかけて、ＣＯ２の排出量が約 15％減少するものと想定されますが、道

路整備を行うことにより、さらに約 5％減少するものと期待されます。 

□ 防災ネットワークの形成 
道路ネットワークの形成に伴って複数のルートを構成することにより、救援・復

旧活動ルートの機能強化が図られ、災害時の迅速な復旧活動が期待されます。 
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H19現況 H42将来 道路整備なし H42将来 道路整備あり

【 自動車交通によるＣＯ２排出量】 

（H42：予測値） 

【 高知市中心部から都市圏内各市町村までの所要時間】 

（H42：予測値） 
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凡 例
1.00未満
1.00以上1.25未満
1.25以上

① 高知南国東断面
② 高知南国北断面
③ 高知南国南断面
④ 国分川北断面
⑤ 国分川南断面
⑥ 高知市北東部断面
⑦ 久万川断面
⑧ 鏡川東断面
⑨ 鏡川西断面
⑩ 高知市南部断面
⑪ 高知市西部断面
⑫ 高知伊野断面
⑬ 高知土佐断面
⑭ 高知市北西部断面
⑮ 高知市西部断面
⑯ 南国香美断面
⑰ 物部川断面
⑱ 仁淀川北断面
⑲ 仁淀川南断面
⑳ いの土佐佐川断面

断　面

凡 例
1.00未満
1.00以上1.25未満
1.25以上

① 高知南国東断面
② 高知南国北断面
③ 高知南国南断面
④ 国分川北断面
⑤ 国分川南断面
⑥ 高知市北東部断面
⑦ 久万川断面
⑧ 鏡川東断面
⑨ 鏡川西断面
⑩ 高知市南部断面
⑪ 高知市西部断面
⑫ 高知伊野断面
⑬ 高知土佐断面
⑭ 高知市北西部断面
⑮ 高知市西部断面
⑯ 南国香美断面
⑰ 物部川断面
⑱ 仁淀川北断面
⑲ 仁淀川南断面
⑳ いの土佐佐川断面

断　面

【 道路混雑状況】

〈現況（H19）〉 

〈将来（H42：予測）〉
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